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関連団体(大学図書館間)


��

��

��

���

���
�

��

�

�	

•都道府県の大学図書館協議会 
•都道府県の私立大学図書館協議会 
•私立大学図書館協会 
•東地区部会 
•西地区部会（東海，京都，阪神，
中国四国，九州） 

•国公私大学図書館協力委員会 
•専門図書館間 
•日本図書館協会大学図書館部会 
•日本私立大学連盟　　　等々…
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NACSIS-CAT/ILL 
ERDB-JP

関連団体間の連携・協力

JPCOAR

JUSTICE (ERDB, NACSIS-CAT/ILL)

IRDB, KAKEN, NII-REO等

大学共同利用機関法人　情報・システム研究機構
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NACSIS-CAT/ILL 
目録所在情報サービスの歴史
年号 主な出来事

1953 NACSIS前史（『学術雑誌総合目録』創刊）

1984
東京大学文献情報センター(1986～学術情報センター，
2000～国立情報学研究所）のもと，NACSIS-CAT稼働

1992 NACSIS-ILL稼働
1998 Webcatサービス開始(2005～Webcat Plus)
2008 所蔵レコード1億件突破
2011 CiNii Booksサービス開始(Articlesは2004～)
2020 「NACSIS-CAT/ILLの軽量化・合理化」予定
https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/history.html より抜粋
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NACSIS-CAT以前の目録

https://ndl.go.jp/exhibit70.html より抜粋
1981 JAPAN/MARC（『日本全国書誌 週刊版』の磁気テープ版）頒布開始
1982 TRC/MARC頒布開始
1988 J-BISC（JAPAN/MARCのCD-ROM版）頒布開始

国立国会図書館では， 
1950年から1998年3月まで
印刷カード頒布

(1985-  BiblioFile)
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NACSIS-CAT以前の所蔵調査
冊子の蔵書目録
図書館ごとの蔵書目録 
特殊コレクションの目録 
　　(例：中国関係蔵書目録) 
国立国会図書館や都立図書館の蔵書目録 
新収洋書総合目録 
国書総目録　… 

レファレンスコレクション頼り 
（今ではヤフオクで760円！） 
参考係の腕次第 
探せる学生はほとんどいない
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NACSIS-ILL以前のILL

『学術雑誌総合目録』等で 
所蔵を調査

申込書(往・復)記入

郵送またはFax

謝絶されたら 
スタートに戻る
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ネットワークを介した共同分担目録

https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/cat/pdf/about_cat.html より抜粋 
統計は2018年度　https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/stats/cat/

「あれば使い，なければ作る」 
全国の誰か1人が作れば， 
みんなが使える 
明らかな間違いでなければ， 
最初にできたデータを尊重する 
誤りを見つけたらみんなできれいに

図書書誌数 11,630,660 
雑誌書誌数　　351,841

参加館 1,337機関 
同時接続端末数 約5,000
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共有データと参加館固有のデータ

共有データ

参加館固有のデータ
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RDA「関連」の考え方 
Resource Description & Access

ここを協働すれば，目録は楽になる 個々の図書館で管理するのはItemのみ

VIAF(バーチャル国際典拠ファイル)

書誌ユーティリティー
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CAT2020（最終まとめ）

New!

New!

New!

2018年10月

図書書誌作成に関する「軽量化・合理化」

New!
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共同分担・資料共有の理念
“One for all, all for one”

非カバー率　所蔵登録件数/書誌登録件数　2018年度 
図書　11,630,660/137,877,650 ＝約8.4% 
雑誌　　　　 351,841/4,642,895＝約7.6％

91.6%は所蔵登録だけ

8.4％の内の37％(全体の3.1%)がシステム登録できることが合理化？

データの品質・信頼性を 
みんなで支えていく！
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